
期日：令和７年１０月２３日（木）

釧路市

特別支援教育総合推進事業 令和７年度特別支援教育充実セミナー

強みを生かした

「インクルーシブ サポート」
の実現に向けて



Agenda

１ ．共有したいゴール

２ ．釧路市の現状と課題

３ ．令和６年度の取組

４ ．令和７年度の取組

５ ．今後の展望



強みを生かした連携で

「全ての子どもと家庭に
必要なサポートを」

Set goals



釧路市の現状と課題

相談件数の増加

近年、特別支援教育に関する
相談件数は増加傾向にあり、
その内容も多様化・複雑化して
いる。早期からの切れ目ない
支援体制の構築が求められる。

連携の必要性

個々のニーズに応えるため、家
庭、学校、そして医療・福祉・行
政などの多岐にわたる関係機
関との密な連携が、これまで以
上に重要。



令和６年度の取組

第１回連携協議会の開催

関係機関の強みを生かした連携

こども育成課障がい福祉課

こども支援課健康推進課

児童発達支援センター 教育委員会



令和６年度の取組

第１回連携協議会の開催

課題の明確化

保護者への支援体制 円滑な接続

教員の資質向上



令和６年度の取組

複数の事例検討の実施

課題の明確化

障がい特性に応じた支援
の必要性

切れ目のない支援

家庭との連携の困難さ

教員の専門性向上 関係機関との連携不足



大きな一歩より
確かな一歩を

キャッチ
フレーズ



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター



令和７年度の取組

発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイドライン
平成２９年３月 文部科学省



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

特別支援教育コーディネーターとして、学校内外の関係機関と連携し、効果的な支援体
制を構築・運営するための専門性を習得し、全ての子どもが適切な支援を受けられる
インクルーシブ教育システムを構築する資質・能力を養う。

研修計画ワークショップ



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

特別支援教育コーディネーターとして、学校内外の関係機関と連携し、効果的な支援体
制を構築・運営するための専門性を習得し、全ての子どもが適切な支援を受けられる
インクルーシブ教育システムを構築する資質・能力を養う。

ベーシックコース

支援の基礎固めと実践力の土台作り。
特別支援教育の理念から効果的なケー
ス会議の運営まで、基本的なスキルを
演習中心で学ぶ。

アドバンスコース

社会的自立を見据えた応用力・連携力
を育成。進路指導や多岐にわたる外部
機関との連携など、より高度で専門的
な実践力を養う。



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

実践的・協働的な学び
知識のインプットだけではなく、参加者
自信が考え、動き、他者と協力する「実
践」の場を重視。

☑校内研修を想定したプレゼン資料作

成など、アウトプット中心の課題設定。
☑実際の場面を想

定したロールプ
レイやケースス
タディで現場で
活きる力を養う。

核となるツール
ホワイトボード・ミーティング®
すべての演習でこの手法を活用。意見
を可視化することで、思考を整理し、建
設的な対話を促進。

研修を支える独自の手法



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

関係機関の紹介と
ケーススタディ形式の演習

☑関係機関との連携における課題の共有

☑外部機関の種類と役割

☑他機関連携による包括的アプローチの

実践をもとにしたケーススタディ

演習② 外部機関との連携

障がい福祉課

こども支援課

児童発達支援センター

教育委員会



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

他機関連携による包括的アプローチの実践を
もとにしたケーススタディ

演習② 外部機関との連携



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

演習② 外部機関との連携



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

演習② 外部機関との連携

レスパイトということであれば、まりも
学園へのショートステイや、ケースバイ
ケースではあるが、障がい者のショート
ステイサービスもある。個々のケースに
よって何ができるかを考えていくことが
大切であるため、まずは保護者の面談を
して、どんな支援が必要か様々な資源と
照らし合わせながら考えるようにしてい
る。子育てに困っていたり悩んでいたり
する保護者で、相談先が無いような保護
者がいたら、こども支援課につなげてい
ただきたい。教育委員会を通してでも、
保護者から直接、電話などで相談いただ
いてもよい。



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

演習② 外部機関との連携

児童発達支援センターは地域支援相談を行っ
ているが、こちらにつながってくるきっかけ
としては、１歳半検診などで保健師さんから
紹介されたりするケースがある。１歳半検診
を過ぎてから困り感が出てくる場合や、保護
者の障がい理解が進まないなどの背景からな
かなか相談につながらないケースがあること
も事実である。そういった意味では、潜在的
に障がい理解がされていないお子さんがいる
ことは現実としてある。
本事例について、本人の特性に家庭での不適
切な対応がかけ合わされて二次障害が引き起
こされている印象をもつ。保護者への発達特
性を含めた専門的な説明や継続的な話し合い
が望ましいと感じる。



令和７年度の取組

特別支援教育コーディネーター認定研修

演習② 外部機関との連携

〇釧路市の支援体制や各機関の役割を具体的に知り、どこに相談すべきかが明確
になった。

〇学校だけでなく外部機関と連携してチームで支援する重要性と、その調整役と
しての自身の役割を再認識した。

〇研修での学びを全教職員で共有し、組織的な支援体制を築くことで、より効果
的な支援を目指したい。

〇実践的な研修内容であったため、現在直面しているケースへの具体的な活用イ
メージをもつことができた。

〇各機関の専門性を理解し、学校内でできる支援と外部に助けを求めるべきこと
の判断基準が明確になった。



今後の展望

特別支援教育コーディネーター認定研修 来年度に向けて



特別支援教育コーディネーター認定研修 来年度に向けて

今後の展望

連携協議会

関係機関の職員



関係機関の連携強化

今後の展望

学 校

こども支援課

児童発達支援センター

健康推進課 こども育成課

障がい福祉課

大学専門家

教育委員会



ニーズに応じた
保護者支援

資質向上

関係機関の強み
を生かした連携

丁寧なアセスメントと関係
機関への接続（ハブの役割）

関係機関の研修機会

切れ目のない支援体制
どの時期に、どの機関が、どのよう
な支援をするのかを明確に

今後の展望



強みを生かした連携で

「全ての子どもと家庭に
必要なサポートを」

Set goals


